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資　　料 自転車ルール改正による効果・課題等について

令和８年１１月４日

船橋・船橋東警察署

 １　自転車ルール改正の背景

　　全国的に交通事故の発生件数が減少傾向にある中、自転車の関係する交通事故は

　増加傾向にあり、又、自転車乗車中の死亡事故・重傷事故のうち、約４分の３には

　自転車側にも法令違反がある。そこで、自転車の関係する交通事故を減少させて、

 　自転車の運転者への正しい交通ルールの周知等を図るため、令和８年４月１日から

 　１６歳以上の自転車運転者を対象に交通反則通告制度の導入が開始された。

 ２　交通反則通告制度とは

 　・　いわゆる「青切符 。」

 　・　車やオートバイと同様に、信号機・標識等に従わなければならない。

 　・　青切符の対象となる違反行為には、反則金が定められている。

 　・　違反行為に係る反則金を期日までに納めた場合は、刑事罰は科せられない。

 ３　自転車による違反行為と反則金（一例）

 

 

 

 ４　自転車が関係する交通事故の発生状況（千葉県内・令和８年９月末現在）

 （１）発生件数、死傷者数

 

 

 

 

 

 

 

 （２）死傷者の年齢層

 

 

 

 

 

 

 ５　今後の課題

　　令和７年の千葉県の自転車ヘルメットの着用率は、全国平均２１．１％に対し、

　７．９％と非常に低い。又、自転車乗車中の交通事故で亡くなった方の６割以上が

　頭部に致命傷を負っている。自転車ヘルメットの着用は努力義務ではあるものの、

　交通事故の被害を軽減するため、交通安全教育や広報啓発活動等を幅広く推進し、

　自転車ヘルメットの着用率向上を図る。

携帯電話使用等 １２，０００円 通行区分違反 ６，０００円

遮断踏切立入り ７，０００円 一時不停止 ５，０００円

信号無視 ６，０００円 ｲﾔﾎﾝ、傘差し等 ５，０００円

本年 昨年 増減数 本年 昨年 増減数

発生件数 176 230 -54 1,841 2,106 -265

死 者 数 1 2 -1 10 14 -4

負傷者数 166 232 -66 1,791 2,044 -253

重傷者数 18 29 -11 208 236 -28

軽傷者数 148 203 -55 1,583 1,808 -225

累計（１月～９月）当月（９月）

本年 昨年 増減数 本年 昨年 増減数

幼児 20 29 -9 30歳代 238 270 -32

小学生 122 110 12 40歳代 204 250 -46

中学生 107 139 -32 50歳代 209 228 -19

高校生 204 304 -100 60～64歳 72 90 -18

若者その他 310 306 4 高齢者 315 332 -17

【議題１】
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こども家庭部児童相談所 

 

 

 

 

市川児童相談所で扱っていた案件の船橋市児童相談所への引継について 
 

 

【船橋市児童相談所の業務】 

児童相談所は、多くの専門職員を配置し、こどもが有する問題や真のニーズ、こども

の置かれた環境の状況等を的確に捉え、個々のこどもや家庭に適切な援助を行います。

また、関係機関と適切な協働・連携・役割分担を図りながら、こどもに関して専門的な

知識や技術を必要とする相談に応じます。児童相談所の基本機能である、相談機能、一

時保護機能、措置機能により、虐待通告への対応及びその支援を行うことに加えて、一

時保護や里親委託、施設入所措置、家庭裁判所送致等の権限行使、司法機関からの送致

や通告等による非行相談や療育手帳の判定等の障害相談などを行います。 

 

【ケースの引継について】 

 県市川児童相談所とのケースの引継については、児童福祉法施行令の一部を改正する

政令（令和７年１０月８日、政令第３４６号）の附則により、県市川児童相談所の行っ

た認可や処分、通知等のうち、本市児童相談所開設後、船橋市の扱いになるものについ

て、市児童相談所が行ったものとみなすという規定により、そのまま引継ぐものです。 

令和６年度から実施した「県市児童相談所設置検討会議」等により、方法や時期等に

ついて協議を進めてきました。 

令和７年度においては、船橋支所に市の職員を２０名派遣し、実際に市児童相談所開

設後に市に移管されるケースを担当することで、スキルアップを図るとともに円滑な引

継につなげました。また、令和８年度についても市児童相談所開設まで引き続き職員１

８名の派遣を継続したほか、市児童相談所の業務を円滑に進めるため、スポット的に職

員を派遣し、事務の確認等、県との調整を行いました。 

 令和８年７月１日開設時のケースは１６１９件（１４４１件は在宅支援、１７８件は

施設入所措置）で、移管元の内訳としては、県市川児童相談所船橋支所からの引継ケー

ス１２２９件、児童相談所開設準備課からのケースが３９０件です。 

  

  

【一時保護児童の移動について】 

令和８年７月１日時点で、県市川児童相談所で一時保護されていた児童は３１名（２

４名は一時保護所で保護、７名は施設等に一時保護委託）です。そのうち、一時保護所

で保護している児童は７月１日から段階的に船橋市一時保護所に移動し、８月６日に完

了しました。移動に際し大きく環境が変わるため、一時保護児童にとっては負担が大き

いことから、４月から県市川児童相談所の一時保護所に船橋市一時保護所の職員を派遣

し、児童との良好な関係性を構築しました。 

 

【議題２】
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議題（３）学校内の暴力行為等の実態について 

 

指導課 児童・生徒サポート室 

 

 

（１）暴力行為の定義について ※ 暴力行為の定義（平成１９年度一部改訂） 

「暴力行為」とは，「自校の児童生徒が，故意に有形力（目に見える物理的な力）を加え

る行為」をいい，被暴力行為の対象によって， 

①「対教師暴力」（教師に限らず，用務員等の学校職員も含む）， 

②「生徒間暴力」（何らかの人間関係がある児童生徒同士に限る）， 

③「対人暴力」（対教師暴力，生徒間暴力の対象者を除く）， 

④ 学校の施設・設備等の「器物損壊」 の四形態に分ける。 

ただし，家族・同居人に対する暴力行為は，調査対象外とする。 

 

 

（２）現状と推移について （全国・千葉県） 

〇全国  「令和６年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する

調査結果概要」より抜粋 ※別添資料１ 

〇千葉県 「令和６年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する

調査」より抜粋 ※別添資料２ 

 

 

【議題３-１】
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(単位：延べ件数)

④ 器物損壊
校内 校外 校内 校外 校内 校外 校内

小 学 校 127 0 1,238 47 9 2 116 1,539
中 学 校 257 0 1,148 42 38 38 495 2,018 3,736
高等学校 7 0 103 16 3 7 43 179
小 学 校 358 0 1,801 81 16 2 197 2,455
中 学 校 151 0 936 40 27 27 520 1,701 4,346
高等学校 12 0 111 12 2 8 45 190
小 学 校 230 0 2,030 73 17 5 206 2,561
中 学 校 88 0 1,017 47 19 28 378 1,577 4,372
高等学校 13 0 136 8 9 4 64 234
小 学 校 407 0 2,678 89 17 9 178 3,378
中 学 校 101 0 965 28 38 19 375 1,526 5,123
高等学校 9 0 132 14 0 8 56 219
小 学 校 185 2,881
中 学 校 164 766 3,744
高等学校 22 97
小 学 校 181 4,064
中 学 校 156 931 5,090
高等学校 25 95
小 学 校 262 5,599
中 学 校 166 1,165 6,840
高等学校 21 76
小 学 校 295 5,636
中 学 校 247 1,463 7,263
高等学校 43 164
小 学 校 327 6,333
中 学 校 301 1,714 8,209
高等学校 33 162

令和６年度　公立小・中・高等学校の暴力行為の発生件数(千葉県)

計

令和
3年度

② 生徒間暴力年  度 小計

令和
2年度

① 対教師暴力学校種別

令和
元年度

③ 対人暴力

5 67 3

※ 暴力行為の定義（平成１９年度一部改訂）
　「暴力行為」とは，「自校の児童生徒が，故意に有形力（目に見える物理的な力）を加える行為」をいい，被暴力行為の対象によっ
て，「対教師暴力」（教師に限らず，用務員等の学校職員も含む），「生徒間暴力」（何らかの人間関係がある児童生徒同士に限
る），「対人暴力」（対教師暴力，生徒間暴力の対象者を除く），学校の施設・設備等の「器物損壊」の四形態に分ける。ただし，家
族・同居人に対する暴力行為は，調査対象外とする。
※令和２年度より，学校の管理下，管理下以外のいずれで発生したかに関わらず，発生件数を計上
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議題（４）いじめについて 

 

指導課 児童・生徒サポート室 

 

 

（１）いじめの定義について ※ 令和 3年４月 船橋市いじめ防止対策基本方針 

「いじめ」とは、児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当

該児童生徒と一定の人間関係にある他の児童生徒が行う心理的または物理的な影響を与え

る行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となっ

た児童生徒が心身の苦痛を感じているものをいう。 

 

 

（２）現状と推移について （全国・千葉県） 

〇全国  「令和６年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する

調査結果概要」より抜粋 ※別添資料１ 

〇千葉県 「令和６年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する

調査」より抜粋※別添資料２ 

 

 

【議題４-１】
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令和４年度 751 737 98.1% 45,316 1,628【3.7%】 60.3

令和５年度 748 738 98.7% 46,584 1,268【2.8%】 62.3

令和６年度 750 741 98.8% 46,562 △22【△0.1%】 62.1

令和４年度 368 353 95.9% 6,489 △192【△2.9%】 17.6

令和５年度 367 356 97.0% 6,857 368【5.7%】 18.7

令和６年度 365 355 97.3% 7,031 174【2.5%】 19.3

令和４年度 143 125 87.4% 732 △178【△19.6%】 5.1

令和５年度 143 123 86.0% 860 128【17.5%】 6.0

令和６年度 143 122 85.3% 979 119【13.8%】 6.8

令和４年度 44 25 56.8% 183 △16【△8.0%】 4.2

令和５年度 44 21 47.7% 154 △29【△15.8%】 3.5

令和６年度 44 26 59.1% 152 △2【△1.3%】 3.5

令和４年度 1,306 1,240 94.9% 52,720 1,242【2.4%】 40.4

令和５年度 1,302 1,238 95.1% 54,455 1,735【3.3%】 41.8

令和６年度 1,302 1,244 95.5% 54,724 269【0.5%】 42.0

令和６年度　公立小・中・高・特支のいじめの状況等(千葉県)

計

特
別
支
援

学
校

１　いじめの認知状況等

※いじめの定義（平成２５年度一部改訂）
　本調査において，個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は，表面的・形式的に行うことなく，
いじめられた児童生徒の立場に立って行うものとする。
　「いじめ」とは，「児童生徒に対して，当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と
一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを
通じて行われるものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じている
もの。」とする。なお，起こった場所は学校の内外を問わない。

認知件数
公立学校

総数区　　分　 うち認知校数及び
割合（％）

中
学
校

※高等学校の「公立学校総数」は，県立，市立の全日制１２５校，定時制１６校，通信制１校の合計である。

高
等
学
校

増減【％】
一校平均

件数

小
学
校

45,316 46,584 46,562 

6,489 6,857 7,031 

732 860 979 
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52,720 54,455 
54,724 
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(件)

認知件数の推移

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計
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解消しているもの（日常

的に観察継続中）

解消に向けて取組中 その他

(件)

いじめの現在の状況
（令和6年3月31日現在の状況）

計 41,894件

割合 76.6％

計 12,759件

割合 23.3％

計 71件

割合 0.1％
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寺

『第57回

千葉県青少年補導(委)員大会

プログラム

翻阜 鱒

一．一．蘭ニローレ

とき：令和s年10月3日(土）
13:30～15:so

ところ：船橋市勤労市民センター

2"
㈱

【報告事項１-１】
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開 会

1．開会の言葉 千葉県青少年補導員連絡協議会長

2．主催者代表挨拶 千葉県青少年総合対策本部長

3．開催市長挨拶 船橋市長

4．祝電披露

5．表彰状・感謝状贈呈 千葉県青少年総合対策本部長

6．激励の言葉 千葉県教育委員会教育長

千葉県警察本部長

7．来賓、主催者紹介

8．役員紹介 千葉県青少年補導員連絡協議会長

補導(委)員事例発表

テーマ 「船橋市の地域特性と補導活動」
ぐるみざわ さなえ

発表者 船橋市青少年補導委員連絡協議会 胡桃澤 早苗

P可
田口

F弓
■凸

露記念講演

演 題 ｢部活動指導から学んだ言葉の魔力」

～小中高生の心を成長させるための言葉かけ～

船橋市立船橋高等学校 校長講 師

こんどう ，kしゆき

近藤 義行氏

鋸大会決議

に わ ひろみち

船橋市青少年補導委員連絡協議会長 丹羽 浩道

今云

宙P可
■■

なかむら まさひろ

閉会の言葉 柏市少年補導委員連絡協議会長 中村 雅宏

1

【報告事項１-２】
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記 念 講 演

講師 近藤 義行（こんどうよしゆき）氏

演題 ｢部活動指導から学んだ言葉の魔力」

～小中高生の心を成長させるための言葉かけ～

【講師紹介】

○現在

船橋市立船橋高等学校 校長

千葉県バスケットボール協会

船橋市バスケットボール協会

理事

副会長

○職歴

柏市立柏高等学校（平成3年度～16年度）

千葉県立船橋北高等学校（平成17年度～19年度）

船橋市立船橋高等学校（平成20年度～29年度）

千葉県教育委員会（平成30年度～令和元年度）

船橋市立船橋高等学校 教頭（令和2年度～令和3年度）

千葉県環境生活部スポーツ・文化局（令和4年度～令和5年度）

日本バスケットボール協会U16･18男子日本代表チームリーダー･コーチ

○実績

日本代表

全国大会

リーダー･コーチとして数多くの国際大会に出場

ウインターカップ7回(第3位1回･第4位1回･ベスト8 2回）

インターハイ10回(ベスト8 2回)女子5回(ベスト8 1回）

国民体育大会 男子7回（第3位2回）女子5回（第3位1回）

関東大会出場 男子20回（優勝6回）女子18回（準優勝2回）

県大会優勝 男子32回 女子3回

関東大会

県大会

○監修 書籍 「バスケットボール基本と戦術」（実業之日本社）

「高校バスケは頭脳が9割」（東邦出版）（監修協力）
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私
た
ち
青
少
年
補
導
（
委
）
員
は
、
次
代
を
担
う
青
少
年
を
常
に
温
か
く
見
守
り
、
支
え
続
け
る
こ
と
が
第
一
の

使
命
で
す
。

近
年
の
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
普
及
に
よ
り
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
情
報
を
瞬
時
に
活
用
で
き
る
反
面
、
人
と
直
接
ふ

れ
あ
う
機
会
が
少
な
く
な
り
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
や
規
範
意
識
の
低
下
か
ら
犯
罪
の
被
害
者
や
加
害
者
に
な

る
事
件
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
度
補
導
（
委
）
員
大
会
決
議
文
（
案
）

右
、
決
議
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
構
造
の
変
化
も
相
ま
っ
て
、
青
少
年
と
保
護
者
あ
る
い
は
大
人
と
の
関
係
性
も
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
青
少
年
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
配
盧
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
青
少
年
補
導
（
委
）
員
の
活
動
の
主
眼
は
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
青
少
年
と
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
、
非
行
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
健
全
な
成
長
を
促
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

一
多
く
の
青
少
年
に
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か
け
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

一

一
青
少
年
健
全
育
成
団
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
に
努
め
ま
す
。

一
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
、

一
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
妨
げ
る
、
有

一
様
々
な
機
会
を
利
用
し
、
多
く
の
青
少

こ
の
た
め
、
私
た
ち
青
少
年
補
導
（
委
）
員
は
次
の
こ
と
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

計
画
的
に
研
修
会
や
講
演
会
を
開
催
し
、

令
和
八
年
十
月
三
日

大
会
決
議

青
少
年
の
生
命
。

害
環
境
の
浄
化
に
努
め
ま
す
。

年
の
非
行
防
止
と
被
害
防
止
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

補
導
（
委
）
員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

一J 安
全
を
守
る
活
動
に
努
め
ま
す
。

船
橋
市
青
少
年
補
導
委
員
連
絡
協
議
会

会
長
丹
羽
浩
道

【報告事項１-４】
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e
I立地･歴史l
･千葉県北西部に位置し、市川市、鎌ケ谷市、

白井市､習志野市、八千代市と隣接

･昭和12年(1940年)4月1日に船橋町、

葛飾町､八栄村、法典村、塚田村の2町3村が

合併して『船橋市』が誕生

〔面積38，6，，人口約4万3千人〕

・昭和28年(1953年)に二宮町、

昭和29年(1954年)に豊富村が合併

〔面積79．9m、人口約ユ1万1千人〕

・現在は政令指定都市以外の市で最多の人口

〔面積85．62肺、人口約65万人〕

（特産品I
・温暖な気候を利用して各猛屋産物春牛産

〔船機ブランド屋産品〕

小松菜、梨、枝豆、にんじん

・市内の優良な加丁合品、工業・丁雲吊

〔ふなばしセレクション認証品〕

小松菜パウダー、焼き海苔、海苔の佃煮、

市立船橋アスリートウォーター、

プレーンﾐｰﾄﾎｰﾙ、音叉、ｷｬﾀﾋﾗﾝ等

’2

△▽ 船橋市の地域特性と補導活動

船橋市はこんな街

ゾ く “

松戸市

■ヶ替宅

畳冨村

船橋市の地域特性と補導活動

認 干雨

〆
船橋市青少年補導委員

胡桃澤 早苗
庖川市jl葛飾

、~一/一巡、“

★ 堂員。
2026-10-0ﾖ

漁 千箪率
■玉Ⅳ

〆／
ｊぞ
Ｉ
Ｉ
Ｊ

！
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＠e
I鉄道路線I
･鉄道網が発達しており､6事業者が運行する9路線35駅がある

｡東京都心や成田空港へのアクセスにも優れ､交通利便性が高い

｜市内鉄道駅1
”R総武線(各駅)■ ⑧京成本線、 ⑥京成松戸線、 命東京ﾒﾄﾛ東西線＠

･下総中山駅 ・京成中山駅 ･二和向台駅 ･西船橋駅

･西船橋駅 ･東中山駅 ・三咲駅 ･原木中山駅

･船橋駅 ･京成西船駅 ･滝不動駅 ⑧北韓線＠

．東船橋駅 ･海神駅 ･高根公団欧 ､小室駅

誕JR総武線〈快速)匝･京威船橋駅 .高根木戸駅.働東葉高諌鉾置祠
･船橋駅 ･大神宮下駅 ･北習志野駅（、西船橋駅)

･船橋鼓馬場駅 ･習志野駅
をJR武蔵野線画 ･東海神駅

船橋議典‘‘東武ｱｰﾊﾝﾊｰｸﾗｲﾝ．:諦“ “溝“
.西船橋駅 ･船橋駅 .北習志野駅

･新船橋駅 ､船橋日大前駅
豆JR京葉線区 ､塚田駅

騨鐸#鰄撫‘
･南船橋駅 ､馬込沢駅

塗

’ 3

船橋市の地域特性と補導活動 {'~.~､、
q 、

11船橋市の主なレジャー施設 ／
ノ

罫
…
③ふなばし三番瀬海浜公園
干潟の様々な生き物が生息

都心に最も近い潮干狩り場として人気

環境学習館には東京湾を一望てきる展望ﾃｯｷも

fｱﾝﾃﾙｾﾝ公園,約383ha，

fC-<′ 、､
平成27年(2015年)ﾄﾘｯﾌｱﾄﾊｲｻｰ

「日本の人気ﾃｰﾏﾊｰｸ 第3位

・船橋市薄動公園

子磯も透くる運動広燭やﾚｼﾔｰﾌｰﾙも《-_》 ⑳L
陸上鹸技喝･野球珊・ﾃﾆｽｺｰﾄ等のほか ‘

犀露… /／容 多
亘ららぽ-とTOKYO-BAY /] )
日本最大規模の大型ショッピングセンター》･ノ ;…

○ ､篇-へ－，巖-箪約440店舗､年間来客数約2,500万人 ／
Y卜,--ﾍｰ、
Lj 、 ／､､…ﾍｰ一一J(=､東武百貨店船橋店

昭和52年(1977年)開業､船橋駅直結

I喫
令和4年(2022年)に船橘市と

「包括的な連携に因する憧定」を締轄

ﾎﾗ･･イオンモール船橋

新船橋駅(東武ｱｰﾊﾝﾊｰｸﾗｲﾝ)直結

児■向けの青い事も多数

船橘市の地域特性と補導活動

船橋市の交通事情
TjR縛量■

Z」R寂理野鍾

］」R車桧嫁

｡'京塵*■

§乗試アーバン

（藁戯軒田鰍）

蔬両蕊百亘司

［娯楽施設l
●LaLaarenaTOKYO-BAY

令稚6年(2024年)竣工の大型多目的アリーナ

B･LEAGUE『千葉ｼｪｯｯふなばし』本拠地

著名アーティストのコンサートや

オリンヒ．ツク日本代表壮行会も開催

⑧船橋アリーナ（総合体育館）
温水ﾌｰﾙを備えた総合ｽﾎｰﾂ施設

各種スポーツ･音楽イベントも開催

メインアリーナは最大5．000人収容

③jRA中山競馬場
場内公廼は遊具が充実

子供向けイベント等も実施され

週末は家族連れで賑わう

有馬記念は年末の風物詩

⑧船橋競馬場
令和7年(2025年)ﾘﾆｭｰｱﾙｴ事完了

新入場門によりアクセスが向上

芝生広場も誕生し「都市型ﾊｰｸ」に
通年ナイター魚馬

f『蕊 §皇蕊

1－___二空

申91サ妙
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【報告事項１-５】
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△▽
e

l児童相談所l
･令和8年(2026年)7月1日に開設

・相談～支援の流れ

船橋市の地域特性と補導活動船構市の地域特性と補導活動
l⑫

船橋市の人口分布と若年人口船橋市の教育関連施設
'

出 刃

人口 1
・船橋市の人口は

男324.272人

女329,229人 合計653,501人

全国の政令指定都市と特別区を除くと人口が最も多い

I未成年人口］
・船橋市の未成年人口(0歳～17歳)は

男46，969人

女44.636人 合計91,605人･･･全年齢人口の約14%

・未成年人口のうち

小学生年代 31，336人（6～11庫）

中学生年代 17，190人（12～14，）

高校生年代 17．804人（15～17戒）

＜

｢…‐ ／～､ノノ⑫マハ］
･小学校,･･公立55校・私立1校 ／ 、､

ざ｡ 〆・中学校･･･公立26校・私立1校 」

・高等学校･･･市立ユ校・県立

･特別支援学校･･･市立2校･

'一

・船橋市教育委員会の中心的

・教育寺播宝が置かれている

･市の視聴覚ｾﾝﾀｰやプラ

'一

・6歳(小学校就学)～19歳

青少年に関する相談を

冠話やメール、来所により

・本町と高根台(北部分室)の

|議蕨 鵬の人
本人
一

幼稚園

保育画
学校

▽

｜相談･通告の受理｜
▽

｜こどもの安全確認｝

I〆

船橋市青少年補導委員の見守り対象 、
市内在住78，856人(6～ﾕ9歳）

＋

通学・来市する青少年 JR

船橋市青少年補導委員の見守り対象

市内在住78，856人(6～ﾕ9歳〕
＋

通学・来市する青少年j厩 ’
家庭での生活

｛在宅での支援

家庭での生活

(在宅での支援）
船橋市年齢別人口ピラミッド

令和8年(2026年)4月1日現在

ー

65

＠e
船橋市の地域特性と補導活動

船橋市青少年補導委員と主な活動
（概要…1
・保謹司会、民生児童委員協塞今、小中学校関係者、民間有識者より選出（任期2年、定員ユ50名）

・中学校区を基準として市内12地区で活動

I街頭補導活動’
・センター補導 → 青少年センター主催、市内の繁華街や大型商業施設など中心（月1回参加）

･地区補導 → 各地灰孝催､地区の状況に応じて日時・場所・方法を柔軟に(月1回参加)

･列車補導 → 地区ごとに市内鉄道路纏に乗車し､車内・駅構内の状況確認（年1回）

･県下一斉合同ﾊﾟﾄﾛｰﾙ → 船橋駅･北習志野駅周辺にて〔青少年の健全育成・非行防止〕の周知活動(年1回

｜隣接補導｜
･船橋市と隣接する市川市･鎌ケ谷市･習志野市･八千代市との補導活動や情報交換（年1回）

I研修会1.昨年度の活動
･実技研修会 → 9月「昨年度の県内補導状況と非行の実態」

･視察研修 → 12月.…八街少年院 2月..､市原青年矯正ｾﾝﾀｰ(年2回）

･講演会→2月｢ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ」「ﾔﾝｸｹｱﾗｰ支援について｣

Iその徳－1
.学校訪問 → 各地区の小・中･高校を訪問し､情報交換（年1回)

･広報活動→ 広報誌「はばたき」発行（年2回)

昭和50年(1975年)に設立した

船橋市青少年補導委員連絡協議会は

令和7年(2025年)50周年を迎えました

長きにわたり活動を続けてこられた先輩方、

近隣地域の皆様への感謝と共に

船橋市青少年補導委員はこれからも

子供たちの安心・安全を見守り

地域に根ざした活動を続けてまいります

8

87

【報告事項１-６】
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地域子育て部地域子育て支援課 

  

 

令和 8年１１月 4日 

 

福祉部門における不登校児童生徒等支援事業の実施について 

～ ほっとスペース けやき ～ 

1. 事業目的 

 不登校による様々な課題や困難を抱えている児童生徒及びその保護者に対して 

✓ 相談対応及び居場所の提供等を行うことにより孤立から守る 

✓ 児童生徒の社会的な自立につなげる 

ことを目的とする 

2. 実施場所等 

実施場所：高根台児童ホーム２階 多目的室内専用スペース 

対 象 者：船橋市在住の不登校児童生徒（小・中学生）及びその保護者 

実施期間：令和８年８月１８日から令和１０年３月３１日まで（居場所利用開始は９月１日～） 

開設日時：原則週５日 火・水・木・金・土  

居場所利用・・・午前１１時～午後３時 

面談等・・・午前 9～11時、午後 3～5時 

配置職員：受託者（後述）により、教員免許等の有資格者を常時３名配置 

配置職員は他自治体での不登校事業従事経験者 

3. 事業愛称 

～ ほっとスペース けやき ～ 

言葉 意味合い、思いなど 

ほっとスペース ✓ 「ほっと」は心を和らげ安心するという意味 

✓ 不登校児童生徒及び保護者が、悩みを一人や家庭のみで抱え込むことなく、

安心して集い、打ち明け、つながることのできる居場所としたい思い 

けやき ✓ 高根台地区のけやき並木に由来し高根台地区のシンボルとなっている 

✓ 空に向け両手を広げたような逆円錐形の樹形が特徴であり、不登校児童生徒

及び保護者が地域のけやきの木に見守られながら、本事業を通じ前に進んで

いってほしい思い 

4. 受託者 

 株式会社マミー・インターナショナル 

 

19

【報告事項２-１】



地域子育て部地域子育て支援課 

  

 

5. 事業内容 

① 相談対応（児童生徒及び保護者） 

  児童生徒及び保護者：対面・電話・オンライン等、利便性の高い複数の方法で相談対応を実施 

保護者：こどもへの接し方や、不登校児童生徒の養育に必要な知識、公的支援の情報の提供等 

② 居場所の提供（児童生徒） 

✓ 個々の状況に応じて、自由に安心して過ごすことのできる居場所を提供 

✓ 健康管理や身だしなみ、他人との接し方等、基本的な生活習慣の定着のための支援 

✓ 他者との交流機会を創出するための創作活動等の体験活動                等 

③ 保護者会の開催（保護者） 

✓ 保護者間の交流を図り孤独感を軽減するため、定期的に情報交換や共有の場を提供 

6. 学校との連携  

  利用者（対象児童生徒及び保護者）の希望に基づき利用状況等を提供する。 

（連携イメージ） 

  

7. 利用状況（９月末時点）  

登録者数：６名 

上記ほか、相談・見学等あり 

8. 今後について  

 開始間もないことから、現時点でのさらなる展開等は未定。まずは利用状況等を見守っていく。今後

の事業の方向性については、利用状況や関係者の意見を聞きながら必要に応じて検討していく。 
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【報告事項２-２】



【報告事項３-１】
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ここにテキストを入力



ショート利用

【報告事項３-２】
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